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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レバーと、
　主基板と、
　前記主基板の所定の面に実装され、役物比率に関する情報を所定の表示面に表示可能な
情報表示器と、
　前記主基板の前記所定の面に実装され、前記レバーの操作状況に応じて点灯可能な所定
のＬＥＤとを備え、
　前記所定のＬＥＤと前記情報表示器とが前記主基板の前記所定の面において互いに隣接
しない位置に配置され、
　前記主基板の前記所定の面に対する垂直方向の前記情報表示器の高さは、前記主基板の
前記所定の面に対する垂直方向の前記所定のＬＥＤの高さよりも高いことを特徴とする遊
技機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スロットマシン等の遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一種であるスロットマシンは、リールを回転させるリールユニットと、リール
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ユニットの作動制御を行う主制御装置（主制御基板）と、遊技の結果に応じてメダルを払
い出す払出装置と、これらを収容する箱状の筐体（本体部材）と、筐体の前面開口部を開
閉可能な前扉（開閉部材）とを備えて構成されている。また、スロットマシンの各部には
、出玉率に関する設定値を表示可能な設定表示器等の各種表示器が取り付けられている（
例えば、特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－３９４７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような遊技機では、メンテナンス作業時等において遊技機の内部側
を視認する際、遊技機の内部側に取り付けられた表示器の視認性を向上させる要望があっ
た。
【０００５】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、遊技機の内部側に取り付けら
れる主制御基板に配設された表示器の視認性を向上させることが可能な遊技機を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような目的達成のため、本発明に係る遊技機（例えば、実施形態におけるスロット
マシン１）は、レバーと、主基板と、前記主基板の所定の面に実装され、役物比率に関す
る情報を所定の表示面に表示可能な情報表示器と、前記主基板の前記所定の面に実装され
、前記レバーの操作状況に応じて点灯可能な所定のＬＥＤとを備え、前記所定のＬＥＤと
前記情報表示器とが前記主基板の前記所定の面において互いに隣接しない位置に配置され
、前記主基板の前記所定の面に対する垂直方向の前記情報表示器の高さは、前記主基板の
前記所定の面に対する垂直方向の前記所定のＬＥＤの高さよりも高くなっている。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、主制御基板に配設された表示器の視認性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】スロットマシンの正面図である。
【図２】スロットマシンの斜視図である。
【図３】スロットマシンの内部構造を示す正面図である。
【図４】主制御装置が筐体の内部に取り付けられた状態を示す正面図である。
【図５】スロットマシンの前扉が開いた状態を示す正面図である。
【図６】主制御装置の斜視図である。
【図７】主制御装置の分解斜視図である。
【図８】主制御装置の断面図である。
【図９】ケース本体の斜視図である。
【図１０】基板ケース取り付け機構の正面図である。
【図１１】基板ケース取り付け機構の斜視図である。
【図１２】主制御基板の正面図である。
【図１３】主制御基板の変形例を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。まず、本発明に係る遊技機
の一例であるスロットマシンの基本的な構成について、図１～図３を参照して説明する。
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なお、以下の説明では、図２において各矢印で示す方向をそれぞれ、上下方向、前後方向
、左右方向として説明する。
【００１０】
　＜スロットマシンの外部構成＞
　本実施形態に係るスロットマシン１は、図１～図３に示すように、前面（前方）が開口
した箱状の筐体５（本体部材）と、筐体５の前面開口部に開閉可能に取り付けられた前扉
２とを備えている。前扉２は、正面視において、筐体５の左側板５ａの前部に配設された
ヒンジ機構６ａ～６ｃを用いて筐体５の前面開口部に対し横開き開閉可能に取り付けられ
ている。
【００１１】
　前扉２の前面には、図１～図２に示すように、上部から順に、上パネルアセンブリ１０
、中パネルアセンブリ２０、下パネルアセンブリ３０および受け皿アセンブリ４０が取り
付けられている。上パネルアセンブリ１０の中央部には、その裏面側に配された液晶表示
装置１１の表示画面１１ａが前方を臨むように配置されており、その周辺部には、第１演
出ランプ１２、第２演出ランプ１３ａ，１３ｂが配置されている。また、表示画面１１ａ
の前下方左右には、一対の上部スピーカ１５ａ，１５ｂが配置され、表示画面１１ａの前
下方中央には、所定の装飾が施された装飾部材１６が配置されている。
【００１２】
　中パネルアセンブリ２０の中央部には、筐体５内に横並びに配設された３個のリール３
ａ，３ｂ，３ｃの表面が臨むリール窓Ｗが設けられている。リール窓Ｗの下方に設けられ
た操作パネル２１の上面側には、遊技メダル（遊技媒体）を投入するためのメダル投入口
２２、クレジットされた範囲内で遊技メダルをベットするためのＢＥＴスイッチユニット
２３、および演出に関する操作を行うための演出スイッチユニット２４等が取り付けられ
ている。操作パネル２１の前面側には、全リール３ａ～３ｃを回転開始させる際に操作さ
れるスタートレバー（スタートスイッチ）２５、各リール３ａ，３ｂ，３ｃの回転を個別
に停止させるための３個のストップスイッチ２６ａ，２６ｂ，２６ｃ（図中左側のストッ
プスイッチ２６ａは左リール３ａに対応し、中央のストップスイッチ２６ｂは中リール３
ｂに対応し、右側のストップスイッチ２６ｃは右リール３ｃに対応する）、およびメダル
投入口２２から投入されて滞留した遊技メダルを返却するためのリジェクトスイッチ２７
等が取り付けられている。
【００１３】
　メダル投入口２２の内部は、投入された遊技メダルが有効に受け入れられる場合に当該
遊技メダルが通過する受入通路（後述のホッパー５１に通ずる）と、投入された遊技メダ
ルが受け入れられない場合に当該遊技メダルが通過する返却通路（後述の遊技メダル払出
口４１に通ずる）とに分岐しており、その分岐部にはブロッカが設けられている。このブ
ロッカは、投入された遊技メダルが有効に受け入れられる期間においては、メダル投入口
２２に投入された遊技メダルを受入通路に導き、それ以外の期間においては、メダル投入
口２２に投入された遊技メダルを返却通路に導くように、受入通路と返却通路を選択的に
、一方を開状態に他方を閉状態にできるように構成されている。
【００１４】
　また、メダル投入口２２の内部には、メダル投入口２２に投入されて有効に受け入れら
れた遊技メダルを検出するための２つのメダル投入センサと、メダル投入口２２に投入さ
れた遊技メダルを監視するためのメダル通路センサが設けられている。１つ目のメダル投
入センサは、遊技メダルを検出可能な透過型の光センサであり、上記ブロッカが設置され
た位置よりも下流側（後述のホッパー５１寄り）の位置に配置されている。２つ目のメダ
ル投入センサも、遊技メダルを検出可能な透過型の光センサであり、１つ目のメダル投入
センサの下流側に並んで配置されている。メダル通路センサは、遊技メダルを検出可能な
接触式センサであり、上記ブロッカが設置された位置よりも下流側において最もメダル投
入口２２に近い位置（２つのメダル投入センサよりも上流側の位置）に配置されている。
【００１５】



(4) JP 6583206 B2 2019.10.2

10

20

30

40

50

　１つ目および２つ目のメダル投入センサがこの順序で遊技メダルの通過を検出した場合
は、遊技メダルがメダル投入口２２に投入され、かつ投入された遊技メダルが有効に受け
入れられたことを意味する。一方、１つ目および２つ目のメダル投入センサがこの順序と
逆の順序（２つ目、１つ目の順序）で遊技メダルの通過を検出した場合は、遊技メダルが
逆流する等の異常通過が起きたことを意味する。また、メダル通路センサ（または、２つ
のメダル投入センサのうち少なくとも一方）が所定時間を越えて継続的に遊技メダルを検
出している場合は、遊技メダルが上記受入通路で滞留していたり、メダル投入口２２から
上記受入通路に異物（不正行為を行うための治具等）が挿入されたりする等の異常が起き
たことを意味する。
【００１６】
　リール窓Ｗは、３個のリール３ａ～３ｃが全て停止した際に、リール毎に３個の図柄、
合計９個の図柄が遊技者から視認可能に表示されるように構成されている。リール３ａ～
３ｃの各中段の図柄表示領域を水平（横一直線）に結ぶ入賞ライン２９は、規定数の遊技
メダルがベットされることにより有効化される入賞ラインであり、有効化された入賞ライ
ン２９上に停止表示された図柄組合せにより遊技役の成立の有無が判定されるように構成
されている。以下、有効化された入賞ライン２９のことを、適宜「有効ライン２９」と称
する。
【００１７】
　また、スロットマシン１には、ＬＥＤランプ等により構成される各種の表示用ランプが
配置されている。本実施形態では、表示用ランプとして、ＭＡＸ‐ＢＥＴスイッチ表示ラ
ンプ（図示せず）、ＢＥＴ数表示ランプ４６ｂ、投入可能表示（ＩＮＳＥＲＴ）ランプ４
６ｃ、遊技開始表示（ＳＴＡＲＴ）ランプ４６ｄ、再遊技表示（ＲＥＰＬＡＹ）ランプ４
６ｅ、状態表示（ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ）ランプ４６ｆ、貯留枚数表示（ＣＲＥＤＩＴ）ラ
ンプ４６ｈ、および払出数表示（ＰＡＹＯＵＴ）ランプ４６ｊを備えている。これらの表
示用ランプは、後述の主制御基板１１０により制御されるように構成されている。
【００１８】
　ＭＡＸ‐ＢＥＴスイッチ表示ランプ（図示せず）は、遊技メダルをベットすることがで
きる状況下で点灯されるものであり、ＢＥＴスイッチユニット２３に設けられたＭＡＸ‐
ＢＥＴスイッチ（図示せず）の内部に配置され、点灯時にはＭＡＸ‐ＢＥＴスイッチを部
分的または全体的に光らせるようになっている。その他の表示用ランプは、中パネルアセ
ンブリ２０においてリール窓Ｗの側部または下部に配置されている。
【００１９】
　ＢＥＴ数表示ランプ４６ｂは、ベットされた遊技メダルの枚数を表示するもので、ベッ
トされた遊技メダルが、１枚の場合に点灯される１‐ＢＥＴ表示ランプ４６ｂＣと、２枚
の場合に点灯される２‐ＢＥＴ表示ランプ４６ｂＢと、３枚の場合に点灯される３‐ＢＥ
Ｔ表示ランプ４６ｂＡとから構成されている。投入可能表示ランプ４６ｃは、遊技メダル
を投入することができる状況下で点灯されるものであり、遊技開始表示ランプ４６ｄは、
スタートレバー２５を操作して遊技を開始させることができる状況下で点灯されるもので
ある。再遊技表示ランプ４６ｅは、任意の遊技において再遊技役（遊技メダルの払出しは
ないが、遊技者が保有する遊技メダルの数を減らすことなく（新たに遊技媒体を投入する
ことなく）次の遊技を行うことが許可される遊技役）が成立し、自動ベット処理（遊技者
が保有する遊技メダルの数を減らすことなく、前回の遊技におけるベット数と同数の遊技
メダルがベットされた状態を設定する処理）により遊技メダルが自動的にベットされた際
に点灯されるものである。
【００２０】
　状態表示ランプ４６ｆは、ベットされている遊技メダル、および／または貯留されてい
る遊技メダルを精算するときに点灯される。貯留枚数表示ランプ４６ｈは、貯留（クレジ
ット）された遊技メダルの枚数を７セグメント表示するものであり、払出数表示ランプ４
６ｊは、小役（成立時に所定枚数の遊技メダルが払い出されるように構成された遊技役）
が成立した際に払い出される遊技メダルの枚数を７セグメント表示するものである。
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【００２１】
　また、払出数表示ランプ４６ｊは、スロットマシン１に何らかの異常（エラー）が発生
した際に、そのエラーの種類を示す文字（アルファベット）や数字を表示するようにも構
成されている。さらに、払出数表示ランプ４６ｊは、ストップスイッチ２６ａ～２６ｃの
操作順（押し順）を示すナビ番号（記号や数字）を表示する機能も有している。
【００２２】
　下パネルアセンブリ３０の中央部には、透明な下パネルカバー３１が取り付けられてお
り、その左右には、一対の下部スピーカ３２ａ，３２ｂが配置されている。なお、下パネ
ルカバー３１の裏面側には、所定の図柄が設けられた半透明の下パネルベースおよび下パ
ネル照明灯（いずれも図示せず）が取り付けられており、この下パネル照明灯を点灯させ
ることにより、下パネルベースの図柄を後面側から照明するように構成されている。
【００２３】
　受け皿アセンブリ４０には、遊技メダルを払い出すための遊技メダル払出口４１が開設
されているとともに、遊技メダル払出口４１に臨むようにして遊技メダルを貯留するため
の遊技メダル貯留皿４２が設けられている。遊技メダル貯留皿４２の左部には、灰皿４３
が設けられている。
【００２４】
　＜スロットマシンの内部構成＞
　図３に示すように、筐体５内の下部（底板５ｄ上）には、遊技の結果、所定の入賞態様
が構成された場合に獲得される遊技メダルを払い出すメダル払出装置５０が設けられてい
る。メダル払出装置５０は、遊技メダルを検出するためのメダル検出部（図示せず）と、
投入されて有効に受け入れられた遊技メダルを物理的に収容する（貯留する）ホッパー５
１とを有している。メダル払出装置５０の近傍位置には、ホッパー５１から溢れた遊技メ
ダルを収納するための補助収納庫５３が設けられるとともに、この補助収納庫５３が満杯
状態（補助収納庫５３から遊技メダルが溢れる可能性のある状態）であるか否かを検出す
る満杯検出部（図示せず）が設けられている。また、メダル払出装置５０の左方位置には
、スロットマシン１に搭載された種々の装置に電力を供給する電源装置５５が設けられて
いる。
【００２５】
　筐体５内の中央部には、左右の側板５ａ，５ｂに架け渡されるように中板５ｆが設けら
れており、この中板５ｆ上にリールユニット６０が設けられている。リールユニット６０
は、上述の３個のリール３ａ，３ｂ，３ｃと、これらのリール３ａ～３ｃをそれぞれ回転
させる３個のステッピングモータ（図示せず）とを有して構成されている。リール３ａ～
３ｃはそれぞれ、透光性を有する部材により構成されており、その外周面には、複数種類
の図柄が表示された、透光性を有するリールテープが貼り付けられている。また、リール
３ａ～３ｃの内面側にはそれぞれバックランプ（図示せず）が配設されており、これらの
バックランプを点灯させることにより、リール窓Ｗ内に臨む各リール３ａ，３ｂ，３ｃの
領域を内面側から全体的に照明したり、停止表示された所定の図柄組合せ（例えば、有効
ライン２９上や、有効ライン２９上とは異なる入賞ライン上に並んだ遊技役の対応図柄等
）を目立たせるように各リール３ａ，３ｂ，３ｃの一部領域のみを照明したりするように
構成されている。
【００２６】
　筐体５内の上部（背板５ｅの上部内面）には、遊技の進行に係る主たる制御（リール３
ａ～３ｃの駆動制御や役決定処理等を含む）を行う主制御装置１００が設けられている。
なお、遊技状況に応じて遊技の興趣向上等を目的とする種々の演出制御（液晶表示装置１
１による演出画像表示制御や上部スピーカ１５ａ，１５ｂ等のスピーカによる音声発生制
御等）を行う副制御装置（図示せず）は前扉２の後面に設けられている。主制御装置１０
０と副制御装置はケーブルハーネスを用いて電気通信可能に接続されており、これら装置
間の情報伝達は、主制御装置１００から副制御装置への一方向のみ行うことが可能となっ
ている。
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【００２７】
　＜遊技を行うための基本操作＞
　スロットマシン１で遊技を行うには、まず実際にメダル投入口２２に遊技メダルを投入
することによりベットするか、ＢＥＴスイッチユニット２３に設けられた１‐ＢＥＴスイ
ッチまたはＭＡＸ‐ＢＥＴスイッチ（図示せず）の何れかを操作してクレジットの範囲内
で規定数の遊技メダルをベットすることにより、複数の入賞ラインのうち入賞ライン２９
を有効化する。本実施形態では、３枚の遊技メダルがベットされると入賞ライン２９が有
効化される構成であるが、規定数を適宜変更したり、遊技メダルのベット数に応じて有効
化される入賞ラインを変更するようにしてもよい。
【００２８】
　次に、遊技者がスタートレバー２５を操作すると、ベット数が確定する（ベットされた
遊技メダルが遊技の用に供される）とともに、役決定処理が行われ、その後、最小遊技時
間（１つの遊技において全リールが回転開始してから、次の遊技において全リールを回転
開始させるまでに最低限確保しなければならないとされる時間（例えば、４.１秒間）の
こと）が経過したことを確認した後、各リール３ａ～３ｃが回転を開始し、リール３ａ～
３ｃの外周表面に表示された複数種類の図柄がリール窓Ｗ内を上下に（通常、上から下に
）移動表示される。そして、リール３ａ～３ｃの回転が所定の速度に達して定速回転とな
ると各ストップスイッチ２６ａ～２６ｃが有効化され（ストップスイッチの操作が有効に
受付け可能とされ）、遊技者が左ストップスイッチ２６ａを操作すると左リール３ａの回
転が停止し、中ストップスイッチ２６ｂを操作すると中リール３ｂの回転が停止し、右ス
トップスイッチ２６ｃを操作すると右リール３ｃの回転が停止するように構成されている
。
【００２９】
　ここで、有効ライン２９上に停止表示された図柄組合せが予め定めた入賞態様（遊技メ
ダルを獲得することができる遊技役の対応図柄）となっている場合には、各入賞態様に対
応した枚数の遊技メダルがメダル払出装置５０により払い出されるか、またはクレジット
として加算される。
【００３０】
　＜主制御装置の構成＞
　次に、本実施形態に係る主制御装置１００の構成について図４～図１１を参照して説明
する。主制御装置１００は、図６～図８に示すように、主制御基板１１０と、主制御基板
１１０を収容する主基板ケース２１０とを有して構成されている。主制御基板１１０は、
図７に示すように、制御チップ１２１と、情報表示ランプ１５６と、主基板側コネクタ１
６１等の複数の電気コネクタと、これらが実装されるプリント基板１１１とを有して構成
されている。なお、主制御基板１１０の詳細については後述する。
【００３１】
　主基板ケース２１０は、図６～図８に示すように、ケース本体２１１と、ケース蓋２２
１とを有し、ケース本体２１１およびケース蓋２２１を結合させて形成されるケース内部
に主制御基板１１０を収納可能に構成されている。図７に示すように、ケース本体２１１
は、透明な樹脂材料を用いて前方に開口した略矩形箱状に形成され、上下の壁部にそれぞ
れ複数の結合溝２１２が形成されている。この結合溝２１２は、前方に開口する挿入溝部
と、その挿入溝部の後部から右方に延びる係止溝部とから構成されるＬ字状の溝になって
いる。ケース蓋２２１は、透明な樹脂材料を用いて後方に開口した略矩形箱状に形成され
、上下の壁部内面にはそれぞれ上記結合溝２１２に対応する位置に複数の係合突起（図示
せず）が形成されている。この係合突起をケース本体２１１の結合溝２１２の挿入溝部に
前方から挿入し、ケース蓋２２１をケース本体２１１に対して右方にスライド移動させて
係合突起を結合溝２１２の係止溝部に挿入させることにより、ケース本体２１１に対する
ケース蓋２２１の前後、上下および右方への移動が規制され、ケース本体２１１およびケ
ース蓋２２１が結合されるように構成されている。
【００３２】
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　図７および図９に示すように、ケース本体２１１の右部には、本体側結合部２１３と、
封印カバー２４１が取り付けられる第１本体側封印部２１４とが形成されている。本体側
結合部２１３内には、係止爪を有する蓋かしめ部材（図示せず）が装着されるようになっ
ている。第１本体側封印部２１４の右側面には、右方に突出した２つのケース取付突起２
１９が形成されている。ケース本体２１１の左部には、主基板ケース２１０を回収する際
に、使用済みの本体かしめ部材３４０（図１０を参照）を係合させることが可能な本体側
仮係合部２１５が形成されている。ケース本体２１１の下部には、第２本体側封印部２１
６が形成されている。ケース本体２１１の前面左側には、主制御基板１１０を湾曲しない
ように支持する基板支持突起２１７が形成されている。
【００３３】
　図６および図７に示すように、ケース蓋２２１の右部には、上記のようにケース本体２
１１およびケース蓋２２１が結合されたときに、ケース本体２１１の本体側結合部２１３
と結合される蓋側結合部２２３と、ケース本体２１１の第１本体側封印部２１４と結合さ
れる第１蓋側封印部２２４とが形成されている。本体側結合部２１３および蓋側結合部２
２３が結合されると、本体側結合部２１３内に装着された蓋かしめ部材（図示せず）の係
止爪が蓋側結合部２２３内の係止溝に挿入され、これによりケース本体２１１に対するケ
ース蓋２２１の左方（ケース蓋２２１を取り外す方向）へのスライド移動が規制され、ケ
ース蓋２２１をケース本体２１１から取り外すことができないように固定される構成とな
っている。また、第１本体側封印部２１４および第１蓋側封印部２２４に跨って封印シー
ル２４２が貼付され、その封印シール２４２を覆うように第１本体側封印部２１４および
第１蓋側封印部２２４に封印カバー２４１が右方からスライド移動されて取り付けられる
ように構成されている。封印カバー２４１には、第１本体側封印部２１４および第１蓋側
封印部２２４に取り付けられた後に、カッター部材２４３が装着されてカッター部材２４
３の切断部が封印カバー２４１の内部に配置されるようになっている。そのため、封印カ
バー２４１を左方にスライド移動させて取り外すときには、このカッター部材２４３の切
断部により封印シール２４２が切断されるようになっている。
【００３４】
　ケース蓋２２１の左部には、上記のようにケース本体２１１およびケース蓋２２１が結
合されたときに、ケース本体２１１の本体側仮係合部２１５を内部に収容して覆うカバー
部２２５が形成されている。カバー部２２５の上部には、後述の本体かしめ部材３４０（
図１０を参照）と係合可能で、後述のかしめ型部材３４５（図１０を参照）とも対向可能
な上側ケース固定部２２５ａが形成されている。カバー部２２５の下部には、かしめ型部
材３４５と対向可能で、本体かしめ部材３４０とも係合可能な下側ケース固定部２２５ｂ
が形成されている。カバー部２２５の中間部には、ケース本体２１１の本体側仮係合部２
１５と重なった状態で、使用済みの本体かしめ部材３４０を係合させることが可能な蓋側
仮係合部２２５ｃが形成されている。
【００３５】
　ケース蓋２２１の左上端部には、後述のブラケット部材３３０の上側仮固定穴部３４８
ａ（図１０を参照）に挿入可能なナイラッチ型の上側仮固定具２３８ａが形成されている
。ケース蓋２２１の左下端部には、ブラケット部材３３０の下側仮固定穴部３４８ｂ（図
１０を参照）に挿入可能なナイラッチ型の下側仮固定具２３８ｂが形成されている。ケー
ス蓋２２１の下部には、ケース本体２１１の第２本体側封印部２１６と結合される第２蓋
側封印部２２６が形成されている。第２本体側封印部２１６および第２蓋側封印部２２６
が結合された状態において、レーザー装置等により第２本体側封印部２１６および第２蓋
側封印部２２６に跨って印字され、主基板ケース２１０が封印されるようになっている。
【００３６】
　ケース蓋２２１の前面左側には、ケース内部に収容した主制御基板１１０の主基板側コ
ネクタ１６１を前方に露出させるための前後に貫通した左側コネクタ露出部２２７が形成
されている。左側コネクタ露出部２２７を介して露出した主基板側コネクタ１６１には、
前扉用ケーブルハーネス１９１の一端に設けられたケーブルコネクタ１９２を嵌合接続さ
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せることができるようになっている（図４を参照）。
【００３７】
　ケース蓋２２１には、左側コネクタ露出部２２７を前方から覆うコネクタカバー２４６
が取り付けられるようになっている。ケース蓋２２１の前面には溝状の第１カバーかしめ
装着部２２９が形成され、係止爪を有する第１カバーかしめ部材２２８を第１カバーかし
め装着部２２９に対し上方からスライド移動させて装着させることができるようになって
いる。コネクタカバー２４６がケース蓋２２１に取り付けられると、第１カバーかしめ装
着部２２９に装着された第１カバーかしめ部材２２８がコネクタカバー２４６の内部に配
置され、第１カバーかしめ部材２２８の係止爪がコネクタカバー２４６内の係止溝に挿入
されるようになっている。そのため、コネクタカバー２４６を破壊して第１カバーかしめ
部材２２８との係止状態を解除しない限り、コネクタカバー２４６をケース蓋２２１から
取り外すことができないように固定される構成となっている。
【００３８】
　ケース蓋２２１の前面下側には、ケース内部に収容した主制御基板１１０のリール用コ
ネクタ１６２、副基板用コネクタ１６３、設定変更装置用コネクタ１６４、および照合機
用コネクタ１６５を前方に露出させるための前後に貫通した第１～第４の下側コネクタ露
出部２３１～２３４が形成されている。第１の下側コネクタ露出部２３１を介して露出し
たリール用コネクタ１６２には、リール制御基板（図示せず）と電気的に接続されたケー
ブルハーネス（図示せず）のコネクタを嵌合接続させることができるようになっている。
第２の下側コネクタ露出部２３２を介して露出した副基板用コネクタ１６３には、副制御
基板（図示せず）と電気的に接続されたケーブルハーネス（図示せず）のコネクタを嵌合
接続させることができるようになっている。第３の下側コネクタ露出部２３３を介して露
出した設定変更装置用コネクタ１６４には、設定変更装置３５０と電気的に接続されたケ
ーブルハーネス（図示せず）のコネクタを接続させることができるようになっている。第
４の下側コネクタ露出部２３４を介して露出した照合機用コネクタ１６５には、照合機（
図示せず）と電気的に接続されたケーブルハーネス（図示せず）のコネクタを嵌合接続さ
せることができるようになっている。
【００３９】
　ケース蓋２２１の前面中央部には、かしめ使用記録シール２４８が貼り付けられるシー
ル貼り付け部２３５が形成されている。シール貼り付け部２３５は、かしめ使用記録シー
ル２４８の外周形状に合わせた矩形の窪み形状に形成されている。かしめ使用記録シール
２４８は、主基板ケース２１０を封印した日付等（以降、かしめ使用記録と称する）を記
入するための文字または図形が印刷された、透明のシート状に形成されている。
【００４０】
　ケース蓋２２１における主制御基板１１０の情報表示ランプ１５６と重なる部分には、
ケース蓋２２１の内側に凹んだ凹部２３７が形成されている。凹部２３７は、図６～図８
に示すように、ケース蓋２２１の天井部より高さの低い底部２３７ｅと、底部２３７ｅの
前面側の上下左右を囲む、上壁部２３７ａ、下壁部２３７ｂ、左壁部２３７ｃ、および右
壁部２３７ｄとを有している。底部２３７ｅは、情報表示ランプ１５６の前方近傍におい
て、情報表示ランプ１５６と重なって略平行に延びる平板状に形成される。上壁部２３７
ａ、下壁部２３７ｂ、および左壁部２３７ｃは、前後方向に延びる壁状に形成される。上
下左右の壁部２３７ａ～２３７ｄのうち、ヒンジ機構６ａ～６ｃから遠い側に位置する右
壁部２３７ｄは、前方に向かうにつれて（ヒンジ機構６ａ～６ｃから遠い側の）右側に傾
斜した壁状に形成される。
【００４１】
　このように主制御基板１１０をケース内部に収容した主基板ケース２１０は、図４に示
すように、基板ケース取付機構３００を介して筐体５内の上部（背板５ｅの上部内面）に
取り付けられる。基板ケース取付機構３００は、図１０および図１１に示すように、背板
５ｅの左側上部に取り付けられる左側ベース部材３１０と、背板５ｅの右側上部に取り付
けられる右側ベース部材３２０と、左側ベース部材３１０に前後方向に揺動可能に取り付
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けられるブラケット部材３３０とを有して構成されている。主基板ケース２１０は、前方
を向いてブラケット部材３３０の内側に装着される。ブラケット部材３３０の左端部は、
左側ベース部材３１０に対して前後方向に揺動可能に連結されている。一方、ブラケット
部材３３０の右端部は、ロック部材３６０を用いて右側ベース部材３２０に固定されるよ
うに構成されている。これにより、主基板ケース２１０は、基板ケース取付機構３００を
介して筐体５内の上部に揺動可能に取り付けられる。
【００４２】
　左側ベース部材３１０は、上下方向に延びるブロック状に形成され、取付ネジ（図示せ
ず）を用いて、筐体５における背板５ｅの左側上部（天板５ｃの下方近傍）に取り付けら
れる。左側ベース部材３１０には、ブラケット部材３３０のブラケット側係合部３３１，
３３２，３３３と係合可能なヒンジ穴を有する３つのベース側係合部３１１，３１２，３
１３が上下方向に並んで形成されている。右側ベース部材３２０は、上下方向に延びるブ
ロック状に形成され、取付ネジ（図示せず）を用いて、筐体５における背板５ｅの右側上
部（天板５ｃの下方近傍）に取り付けられる。また、右側ベース部材３２０は、ブラケッ
ト部材３３０の後面右側に設けられた係止突起部（図示せず）が係止可能に構成されてい
る。
【００４３】
　ブラケット部材３３０は、透明な樹脂材料を用いて前方に開口した略矩形箱状に形成さ
れ、その内部空間に主基板ケース２１０が装着されて主基板ケース２１０を支持するよう
に構成されている。ブラケット部材３３０の左側壁の外面側には、左側ベース部材３１０
のベース側係合部３１１，３１２，３１３と回転自在に係合可能なヒンジ軸を有する３つ
のブラケット側係合部３３１，３３２，３３３が上下方向に並んで形成されている。これ
により、ブラケット部材３３０の左端部は、ベース側係合部３１１，３１２，３１３とブ
ラケット側係合部３３１，３３２，３３３とが係合した状態で、左側ベース部材３１０に
対して前後方向に揺動可能に連結される。
【００４４】
　ブラケット部材３３０内における左側壁に隣接する位置には、本体かしめ部材３４０お
よびかしめ型部材３４５が装着される上下のケースかしめ装着部３３４，３３５が形成さ
れている。上側ケースかしめ装着部３３４には、係止爪を有する本体かしめ部材３４０（
もしくは、かしめ型部材３４５）が右側に形成された開口部から挿入されて装着されるよ
うになっている。下側ケースかしめ装着部３３５には、係止爪を有していないかしめ型部
材３４５（もしくは、本体かしめ部材３４０）が右側に形成された開口部から挿入されて
装着されるようになっている。
【００４５】
　ブラケット部材３３０内の左上端部には、主基板ケース２１０（ケース蓋２２１）の上
側仮固定具２３８ａが挿入可能な上側仮固定穴部３４８ａが形成されている。ブラケット
部材３３０内の左下端部には、主基板ケース２１０（ケース蓋２２１）の下側仮固定具２
３８ｂが挿入可能な下側仮固定穴部３４８ｂが形成されている。また、ブラケット部材３
３０の左下部には、前述の前扉用ケーブルハーネス１９１を固定保持可能なケーブルクラ
ンプ３３６が形成されている。
【００４６】
　ブラケット部材３３０の右上部には、ブラケット部材３３０を右側ベース部材３２０に
固定するためのロック部材３６０が取り付けられている。また、ブラケット部材３３０の
右上部には、左方に開口したケース取付孔３３９，３３９が上下に並んで形成されている
。ケース取付孔３３９，３３９には、主基板ケース２１０（ケース本体２１１）のケース
取付突起２１９，２１９が左方から挿入可能になっている。
【００４７】
　主制御基板１１０をケース内部に収容した主基板ケース２１０をブラケット部材３３０
に装着するには、主基板ケース２１０のケース取付突起２１９，２１９をブラケット部材
３３０のケース取付孔３３９，３３９に挿入し、それから、主基板ケース２１０の上下の
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仮固定具２３８ａ，２３８ｂをブラケット部材３３０の上下の上側仮固定穴部３４８ａ，
３４８ｂに挿入して、主基板ケース２１０をブラケット部材３３０内に挿入する。主基板
ケース２１０をブラケット部材３３０内に挿入すると、上側ケースかしめ装着部３３４に
装着された本体かしめ部材３４０が主基板ケース２１０の上側ケース固定部２２５ａの内
部に配置され、本体かしめ部材３４０の係止爪が上側ケース固定部２２５ａ内の係止溝に
挿入されるようになっている。同時に、下側ケースかしめ装着部３３５に装着されたかし
め型部材３４５が主基板ケース２１０の下側ケース固定部２２５ｂの内部に対向配置され
る。これにより、主基板ケース２１０の上側ケース固定部２２５ａを破壊して本体かしめ
部材３４０との係止状態を解除しない限り、主基板ケース２１０をブラケット部材３３０
から取り外すことができないように固定される。
【００４８】
　このように、主基板ケース２１０は、ブラケット部材３３０に対して主基板ケース２１
０の右側部分を係合させ、その次に左側部分を係合させることによりブラケット部材３３
０に装着される。なお、上側ケースかしめ装着部３３４にかしめ型部材３４５が装着され
て上側ケース固定部２２５ａの内部に対向配置され、下側ケースかしめ装着部３３５に本
体かしめ部材３４０が装着されて下側ケース固定部２２５ｂの内部に配置され、本体かし
め部材３４０の係止爪が下側ケース固定部２２５ｂ内の係止溝に挿入されるようにするこ
とも可能である。これにより、本体かしめ部材３４０とかしめ型部材３４５の上下位置を
入れ替えることで、主基板ケース２１０をブラケット部材３３０に対して２回装着するこ
とができる。
【００４９】
　例えば最初に、主基板ケース２１０をブラケット部材３３０に装着する際、上側ケース
かしめ装着部３３４に本体かしめ部材３４０を装着するとともに、下側ケースかしめ装着
部３３５にかしめ型部材３４５を装着して、本体かしめ部材３４０の係止爪を主基板ケー
ス２１０の上側ケース固定部２２５ａ内の係止溝に挿入させる。この状態で、主基板ケー
ス２１０をブラケット部材３３０から取り外す際、主基板ケース２１０の上側ケース固定
部２２５ａを破壊して本体かしめ部材３４０との係止状態を解除する。次に、取り外した
主基板ケース２１０を再びブラケット部材３３０に装着する際、上側ケースかしめ装着部
３３４にかしめ型部材３４５を装着するとともに、下側ケースかしめ装着部３３５に本体
かしめ部材３４０を装着して、本体かしめ部材３４０の係止爪を主基板ケース２１０の下
側ケース固定部２２５ｂ内の係止溝に挿入させる。そして、主基板ケース２１０をブラケ
ット部材３３０から取り外す際、主基板ケース２１０の下側ケース固定部２２５ｂを破壊
して本体かしめ部材３４０との係止状態を解除する。また、ブラケット部材３３０から取
り外した主基板ケース２１０を製造業者等が回収する際、下側ケースかしめ装着部３３５
（もしくは、上側ケースかしめ装着部３３４）から取り外した使用済みの本体かしめ部材
３４０を、主基板ケース２１０の本体側仮係合部２１５および蓋側仮係合部２２５ｃと係
合させる。これにより、主基板ケース２１０のケース本体２１１に対するケース蓋２２１
の左方（ケース蓋２２１を取り外す方向）へのスライド移動が規制され、ケース蓋２２１
をケース本体２１１から取り外すことができないように固定することが可能である。
【００５０】
　また、ブラケット部材３３０には、主基板ケース２１０が装着されるのに加え、設定変
更装置３５０が取り付けられるようになっている。具体的には、設定変更装置３５０は、
ブラケット部材３３０内の右下部に取り付けられるようになっている。ブラケット部材３
３０の右下部における設定変更装置３５０の左方には、設定変更装置３５０から主基板ケ
ース２１０内の主制御基板１１０（設定変更装置用コネクタ１６４）に延びて接続される
ケーブルハーネス（図示せず）を覆うケーブルカバー３５５が取り付けられるようになっ
ている。なお、ブラケット部材３３０内の右下部には、溝状の第２カバーかしめ装着部３
３８が形成され、係止爪を有する第２カバーかしめ部材３３７を第２カバーかしめ装着部
３３８に対し右方からスライド移動させて装着させることができるようになっている。ケ
ーブルカバー３５５がブラケット部材３３０に取り付けられると、第２カバーかしめ装着
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部３３８に装着された第２カバーかしめ部材３３７がケーブルカバー３５５の内部に配置
され、第２カバーかしめ部材３３７の係止爪がケーブルカバー３５５内の係止溝に挿入さ
れるようになっている。そのため、ケーブルカバー３５５を破壊して第２カバーかしめ部
材３３７との係止状態を解除しない限り、ケーブルカバー３５５をブラケット部材３３０
から取り外すことができないように固定される構成となっている。
【００５１】
　設定変更装置３５０は、遊技者にとっての有利度を定めるスロットマシン１の設定値（
遊技役の当選確率等）を変更するときに操作される装置である。設定変更装置３５０に設
けられた設定変更キーシリンダ（図示せず）に設定変更キー（図示せず）を差し込んで右
回り（時計方向）に約９０度回動操作された状態で、筐体５内の下部に設けられた電源装
置５５の電源スイッチがＯＮ操作されると、設定変更モード（設定値を変更可能とするモ
ード）を開始する。設定変更装置３５０は、設定変更スイッチ（図示せず）が押圧操作さ
れる毎に１～６の６段階の上記設定値を切り替え、設定値を主制御基板１１０上に設けら
れた設定表示ランプ１５１（図１２を参照）に表示させる。そして、前扉２の前面に設け
られたスタートレバー２５が操作されると上記設定値を確定し、設定変更キーを元の位置
に戻すと、設定変更モードを終了して通常モードに移行する。また、主制御基板１１０は
、通常モードの状態で、上述の設定変更キーシリンダに差し込んだ設定変更キーを右回り
（時計方向）に約９０度回動操作されると、設定確認モードを開始し、現在の設定値を主
制御基板１１０上の設定表示ランプ１５１に表示する。そして、設定変更キーを元の位置
に戻すと、設定確認モードを終了して通常モードに移行するようになっている。
【００５２】
　＜主制御基板の構成＞
　次に、本実施形態に係る主制御基板１１０の詳細な構成について、図１２を参照して説
明する。主制御基板１１０は、図１２に示すように、制御チップ１２１と、複数のＩＣと
、モニターＬＥＤとも称されるモニターランプ１４１と、設定表示モニターとも称される
設定表示ランプ１５１と、役比モニターとも称される情報表示ランプ１５６と、主基板側
コネクタ１６１等の複数の電気コネクタと、これらが実装されるプリント基板１１１とを
有して構成されている。主制御基板１１０は、制御チップ１２１のＲＯＭに記憶された制
御プログラムに従って各駆動回路等が動作することにより、スロットマシン１における遊
技の進行に係る制御が行われるように構成されている。また、詳細な図示を省略する（一
部のものを例示して付番図示する）が、主制御基板１１０においては、フィルムコンデン
サ１７１、セラミックコンデンサ１７２、電解コンデンサ１７３、および一般的なコンデ
ンサ１７４を含む複数のコンデンサと、複数のトランジスタ１７５と、複数のダイオード
１７６と、複数の抵抗アレイ１７７と、複数の抵抗器１７８がプリント基板１１１に実装
されている。主制御基板１１０のコンデンサは、例えば、各ＩＣの電源安定用として用い
られる。主制御基板１１０のトランジスタは、例えば、各出力回路の駆動用として用いら
れる。主制御基板１１０のダイオードは、例えば、各ＩＣの静電気対策用として用いられ
る。
【００５３】
　プリント基板１１１上に実装された、制御チップ１２１、複数のＩＣ、モニターランプ
１４１、設定表示ランプ１５１および情報表示ランプ１５６等といった電気コネクタを除
く各素子は、主制御基板１１０が主基板ケース２１０に収容された状態で、主基板ケース
２１０のケース蓋２２１に覆われるようになっている。前述したように、主基板ケース２
１０は、透明な樹脂材料を用いて形成されており、ケース蓋２２１の外側から、制御チッ
プ１２１、複数のＩＣ、モニターランプ１４１、設定表示ランプ１５１および情報表示ラ
ンプ１５６等を視認可能に構成されている。
【００５４】
　なお、主制御基板１１０（プリント基板１１１）の中央部上側には、矩形状のシール貼
り付け領域ＡＳが設定される。シール貼り付け領域ＡＳは、ケース蓋２２１の外側から視
認した場合に、ケース蓋２２１のシール貼り付け部２３５に貼り付けられた、かしめ使用
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記録シール２４８と重なる可能性がある領域である。主制御基板１１０の右端部には、上
下に延びる長方形状の溶剤流入領域ＢＳが設定される。溶剤流入領域ＢＳは、主基板ケー
ス２１０の封印シール２４２を剥離しようとした場合に、封印シール２４２の剥離に用い
られた溶剤がケース内部の主制御基板１１０に流れ込む可能性がある領域である。主制御
基板１１０におけるシール貼り付け領域ＡＳの左方および下方には、略Ｌ字形に延びる配
置制限領域ＣＳが設定される。配置制限領域ＣＳは、ケース蓋２２１の左側壁部２２１ａ
および下側壁部２２１ｂ（図７を参照）に近く、視認性が妨げられるおそれがあるため、
設定表示ランプ１５１および情報表示ランプ１５６の配置が制限される領域である。
【００５５】
　また、プリント基板１１１の右上部には、主制御基板１１０が不正な基板ではないこと
を証明するために、レーザー装置等により基板製造者名が印字された描画部１１２が設け
られている。この描画部１１２も、主制御基板１１０が主基板ケース２１０に収容された
状態で、主基板ケース２１０のケース蓋２２１に覆われるようになっており、ケース蓋２
２１の外側から描画部１１２を視認可能に構成されている。基板製造者名が描かれた描画
部１１２は、基板製造者名を確認し易いように、シール貼り付け領域ＡＳとならない位置
に配置される。なお、基板製造者名は、文字のみから構成されるものに限らず、例えば、
文字とコーポレートマークを組み合わせた構成であってもよく、文字と図形のうち少なく
ともいずれかを含む構成であってもよい。
【００５６】
　情報表示ランプ１５６（および設定表示ランプ１５１）は、他の電気素子よりも厚い形
状を有しており、描画部１１２が情報表示ランプ１５６（および設定表示ランプ１５１）
の近傍に配置されると、情報表示ランプ１５６（および設定表示ランプ１５１）の影に隠
れて視認性が低下する可能性がある。そのため、描画部１１２は、情報表示ランプ１５６
（および設定表示ランプ１５１）に対して、ケース蓋２２１の外側から視認した場合に描
画部１１２の視認性が妨げられない程度の距離だけ離れた位置に配置される。基板製造者
名の印字は、プリント基板１１１上に全ての電気素子が実装された後に行われる。情報表
示ランプ１５６（および設定表示ランプ１５１）の半田付け部分は、比較的熱に弱くて脆
い構造になっている。そのため、レーザー装置により基板製造者名を印字する場合、レー
ザーの熱が情報表示ランプ１５６（および設定表示ランプ１５１）に影響を及ぼすのを防
ぐためにも、描画部１１２は、情報表示ランプ１５６（および設定表示ランプ１５１）か
ら離れて配置されることが好ましい。
【００５７】
　制御チップ１２１は、遊技に関する各種の演算処理を行うＣＰＵと、制御プログラム等
を記憶した読出し専用の記憶装置であるＲＯＭと、情報の書込みおよび読出しが可能な記
憶装置であるＲＡＭとを有して構成されている。制御チップ１２１は、プリント基板１１
１の中央よりも右側、すなわち、プリント基板１１１におけるヒンジ機構６ａ～６ｃから
遠い側に実装される。制御チップ１２１に対して不正が行われていないか否かを確認し易
くするため、制御チップ１２１は、シール貼り付け領域ＡＳとならない位置に配置される
。なお、溶剤による悪影響が及ばないように、制御チップ１２１は、溶剤流入領域ＢＳと
ならない位置に配置されることが好ましい。また、制御チップ１２１は、設定表示ランプ
１５１および情報表示ランプ１５６に対して第１～第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ～１３
２Ｃを配置可能な距離だけ離れた位置に配置される。
【００５８】
　複数のＩＣには、第１～第２の発振器用ＩＣ１３１Ａ～１３１Ｂと、第１～第３の表示
制御用ＩＣ１３２Ａ～１３２Ｃと、第１～第１１の主基板用ＩＣ１３３Ａ～１３３Ｋとが
含まれる。第１～第２の発振器用ＩＣ１３１Ａ～１３１Ｂは、制御チップ１２１と電気的
に接続され、制御チップ１２１で用いられるクロックを発生させるように構成されている
。第１～第２の発振器用ＩＣ１３１Ａ～１３１Ｂは、プリント基板１１１の中央よりも右
側に実装される。第１～第２の発振器用ＩＣ１３１Ａ～１３１Ｂは、制御チップ１２１の
下方近傍で、シール貼り付け領域ＡＳとならない位置に配置される。なお、第１～第２の
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発振器用ＩＣ１３１Ａ～１３１Ｂは、制御チップ１２１の近傍であれば、シール貼り付け
領域ＡＳとなる位置に配置されてもよい。制御チップ１２１と異なり、不正が行われてい
ないか否か等を確認し易くする必要性が低いためである。
【００５９】
　第１～第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ～１３２Ｃは、７セグメントＬＥＤである貯留枚
数表示ランプ４６ｈ、払出数表示ランプ４６ｊ、設定表示ランプ１５１、および情報表示
ランプ１５６のダイナミック点灯制御を行うためのＩＣである。第１の表示制御用ＩＣ１
３２Ａは、制御チップ１２１と電気的に接続されるとともに、主基板側コネクタ１６１、
設定表示ランプ１５１、および情報表示ランプ１５６と電気的に接続される。第１の表示
制御用ＩＣ１３２Ａは、制御チップ１２１から送信される制御信号に応じて、貯留枚数表
示ランプ４６ｈ、払出数表示ランプ４６ｊ、設定表示ランプ１５１、および情報表示ラン
プ１５６で表示する数字等（数字、アルファベット、各種記号等）を設定する（デコード
する）セグメントドライバとして機能する。
【００６０】
　第２の表示制御用ＩＣ１３２Ｂは、制御チップ１２１と電気的に接続されるとともに、
主基板側コネクタ１６１および設定表示ランプ１５１と電気的に接続される。第２の表示
制御用ＩＣ１３２Ｂは、制御チップ１２１から送信される制御信号に応じて、貯留枚数表
示ランプ４６ｈ、払出数表示ランプ４６ｊ、および設定表示ランプ１５１の各桁（各デジ
ット）のいずれかに（セグメントドライバである第１の表示制御用ＩＣ１３２Ａで設定さ
れた）数字等を表示させるかを切り換えるデジットドライバとして機能する。第３の表示
制御用ＩＣ１３２Ｃは、制御チップ１２１と電気的に接続されるとともに、情報表示ラン
プ１５６と電気的に接続される。第３の表示制御用ＩＣ１３２Ｃは、制御チップ１２１か
ら送信される制御信号に応じて、情報表示ランプ１５６の各桁（各デジット）のいずれか
に（セグメントドライバである第１の表示制御用ＩＣ１３２Ａで設定された）数字等を表
示させるかを切り換えるデジットドライバとして機能する。
【００６１】
　第１～第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ～１３２Ｃは、プリント基板１１１の中央よりも
左側、すなわち、プリント基板１１１におけるヒンジ機構６ａ～６ｃに近い側に実装され
る。第１の表示制御用ＩＣ１３２Ａは、第１１の主基板用ＩＣ１３３Ｋの左方で、シール
貼り付け領域ＡＳとなる位置に配置される。第２の表示制御用ＩＣ１３２Ｂは、第１の表
示制御用ＩＣ１３２Ａの下方で、シール貼り付け領域ＡＳとならない位置に配置される。
第３の表示制御用ＩＣ１３２Ｃは、第１の表示制御用ＩＣ１３２Ａの上方で、シール貼り
付け領域ＡＳとなる位置に配置される。なお、第１～第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ～１
３２Ｃの全てが、シール貼り付け領域ＡＳとなる位置に配置されてもよい。第１～第２の
発振器用ＩＣ１３１Ａ～１３１Ｂと同様に、不正が行われていないか否か等を確認し易く
する必要性が低いためである。
【００６２】
　その他のＩＣである第１～第１１の主基板用ＩＣ１３３Ａ～１３３Ｋは、プリント基板
１１１の各部に実装される。例えば、図１２に示すように、プリント基板１１１の右側に
実装された主基板用ＩＣを、第１の主基板用ＩＣ１３３Ａ、第２の主基板用ＩＣ１３３Ｂ
、第３の主基板用ＩＣ１３３Ｃとする。また例えば、プリント基板１１１の中央部上側に
実装された主基板用ＩＣを、第４の主基板用ＩＣ１３３Ｄ、第５の主基板用ＩＣ１３３Ｅ
、第６の主基板用ＩＣ１３３Ｆ、第７の主基板用ＩＣ１３３Ｇ、第８の主基板用ＩＣ１３
３Ｈ、第９の主基板用ＩＣ１３３Ｉ、第１０の主基板用ＩＣ１３３Ｊ、第１１の主基板用
ＩＣ１３３Ｋとする。
【００６３】
　第１の主基板用ＩＣ１３３Ａは、制御チップ１２１の右側上方に配置される。第２の主
基板用ＩＣ１３３Ｂは、制御チップ１２１の上方で、第１の主基板用ＩＣ１３３Ａの左方
に配置される。第３の主基板用ＩＣ１３３Ｃは、制御チップ１２１の下方近傍で、第１～
第２の発振器用ＩＣ１３１Ａ～１３１Ｂの左方近傍に配置される。また、第１～第３の主
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基板用ＩＣ１３３Ａ～１３３Ｃは、シール貼り付け領域ＡＳとならない位置に配置される
。
【００６４】
　第４の主基板用ＩＣ１３３Ｄは、第２の主基板用ＩＣ１３３Ｂの左上方に配置される。
第５の主基板用ＩＣ１３３Ｅは、第４の主基板用ＩＣ１３３Ｄの左方に配置される。第６
の主基板用ＩＣ１３３Ｆは、第５の主基板用ＩＣ１３３Ｅの下方に配置される。第７の主
基板用ＩＣ１３３Ｇは、第６の主基板用ＩＣ１３３Ｆの下方に配置される。第８の主基板
用ＩＣ１３３Ｈは、第７の主基板用ＩＣ１３３Ｇの下方に配置される。第９の主基板用Ｉ
Ｃ１３３Ｉは、第５の主基板用ＩＣ１３３Ｅの左方に配置される。第１０の主基板用ＩＣ
１３３Ｊは、第９の主基板用ＩＣ１３３Ｉの下方で、第６の主基板用ＩＣ１３３Ｆの左方
に配置される。第１１の主基板用ＩＣ１３３Ｋは、第１０の主基板用ＩＣ１３３Ｊの下方
で、第７の主基板用ＩＣ１３３Ｇの左方に配置される。また、第４～第１１の主基板用Ｉ
Ｃ１３３Ｄ～１３３Ｋは、シール貼り付け領域ＡＳとなる位置に配置される。
【００６５】
　モニターランプ１４１は、左右に１０個ずつ並ぶ列が上下２列に並ぶ２０個のＬＥＤ素
子１４２から構成され、スロットマシン１の各部の作動状態に応じて発光するようになっ
ている。モニターランプ１４１は、故障等がないかを確認するためのものである。例えば
、モニターランプ１４１を構成する２０個のＬＥＤ素子１４２のうち一部は、リールユニ
ット６０の各リール３ａ～３ｃが所定の回転基準位置に位置していないとき（または位置
しているとき）に発光するようになっている。また例えば、２０個のＬＥＤ素子１４２の
うち他の一部は、スタートレバー２５が非操作状態（または操作状態）のときに発光する
ようになっている。モニターランプ１４１は、プリント基板１１１の中央部下側（第４～
第１１の主基板用ＩＣ１３３Ｄ～１３３Ｋの下方）に実装される。各ＬＥＤ素子１４２の
発光状態（点灯もしくは消灯）を確認し易いように、モニターランプ１４１は、シール貼
り付け領域ＡＳとならない位置に配置される。なお、溶剤による悪影響が及ばないように
、モニターランプ１４１は、溶剤流入領域ＢＳとならない位置に配置されることが好まし
い。また、モニターランプ１４１は、主基板側コネクタ１６１と電気的に接続されるため
、主基板側コネクタ１６１の近傍に配置されることが好ましい。
【００６６】
　複数の電気コネクタには、主基板側コネクタ１６１と、リール用コネクタ１６２と、副
基板用コネクタ１６３と、設定変更装置用コネクタ１６４と、照合機用コネクタ１６５と
が含まれる。主基板側コネクタ１６１は、プリント基板１１１の左端部、すなわち、プリ
ント基板１１１における第１～第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ～１３２Ｃ、設定表示ラン
プ１５１および情報表示ランプ１５６よりもヒンジ機構６ａ～６ｃに近い側に実装される
。前述したように、主基板側コネクタ１６１には、前扉用ケーブルハーネス１９１の一端
に設けられたケーブルコネクタ１９２を嵌合接続させることができるようになっている（
図４を参照）。
【００６７】
　前扉用ケーブルハーネス１９１は、前扉２の後面側（裏面側）中央に配設された中央表
示基板１９６（図５を参照）とも電気的に接続されるようになっている。図４および図５
に示すように、前扉用ケーブルハーネス１９１は、ブラケット部材３３０のケーブルクラ
ンプ３３６および、（ヒンジ機構６ａ～６ｃが設けられる側に位置する）筐体５の左側板
５ａの内面側に配設された複数のケーブルクランプ１９４を用いて、筐体５から前扉２に
向けて配線される。このとき、前扉用ケーブルハーネス１９１は、主基板側コネクタ１６
１の近傍に配置される情報表示ランプ１５６（および設定表示ランプ１５１）の前方を覆
って視認性を妨げないように、主基板側コネクタ１６１からブラケット部材３３０のケー
ブルクランプ３３６に向けて下方に配線されるようになっている。但し、前扉用ケーブル
ハーネス１９１は、主基板側コネクタ１６１の左方に配置されるケース蓋２２１のカバー
部２２５を覆って第１および第２ケースかしめ部材３４０，３４５等の視認性を妨げる可
能性がある。そのため、前述したように、カバー部２２５の（下側ケース固定部２２５ｂ
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および蓋側仮係合部２２５ｃよりも）上側に本体かしめ部材３４０と係合可能な上側ケー
ス固定部２２５ａが配置されることが好ましい。本実施形態では、他の部品との位置関係
を説明容易にするため、図４および図５において前扉用ケーブルハーネス１９１を二点鎖
線で示している。
【００６８】
　中央表示基板１９６は、リール窓Ｗの左右後面側に設けられた左中継基板１９７および
右中継基板１９８等と電気的に接続されるようになっている。左中継基板１９７および右
中継基板１９８には、前述のリール窓Ｗに配置される各種の表示用ランプ（ＢＥＴ数表示
ランプ４６ｂ、投入可能表示ランプ４６ｃ、遊技開始表示ランプ４６ｄ、再遊技表示ラン
プ４６ｅ、状態表示ランプ４６ｆ、貯留枚数表示ランプ４６ｈ、払出数表示ランプ４６ｊ
等）が実装もしくは電気的に接続される。これにより、各種の表示用ランプの作動を制御
するための制御信号が、主制御基板１１０から前扉用ケーブルハーネス１９１および中央
表示基板１９６を介して、左中継基板１９７および右中継基板１９８に向けて送信され、
主制御基板１１０により各種の表示用ランプの作動が制御される。
【００６９】
　なお、貯留枚数表示ランプ４６ｈおよび払出数表示ランプ４６ｊの作動を制御するため
の制御信号は、前述したように、主制御基板１１０の制御チップ１２１、第１の表示制御
用ＩＣ１３２Ａおよび第２の表示制御用ＩＣ１３２Ｂを介して、主基板側コネクタ１６１
から出力されるように構成されている。ＢＥＴ数表示ランプ４６ｂ、投入可能表示ランプ
４６ｃ、遊技開始表示ランプ４６ｄ、再遊技表示ランプ４６ｅ等の作動を制御するための
制御信号についても、主制御基板１１０の制御チップ１２１、第１の表示制御用ＩＣ１３
２Ａおよび第２の表示制御用ＩＣ１３２Ｂを介して、主基板側コネクタ１６１から出力さ
れるように構成されている。
【００７０】
　リール用コネクタ１６２は、プリント基板１１１の下端部左側に実装される。前述した
ように、リール用コネクタ１６２には、リール制御基板（図示せず）と電気的に接続され
たケーブルハーネス（図示せず）のコネクタを嵌合接続させることができるようになって
いる。副基板用コネクタ１６３は、プリント基板１１１の下端部中央に実装される。前述
したように、副基板用コネクタ１６３には、副制御基板（図示せず）と電気的に接続され
たケーブルハーネス（図示せず）のコネクタを嵌合接続させることができるようになって
いる。設定変更装置用コネクタ１６４は、プリント基板１１１の下端部左側に実装される
。前述したように、設定変更装置用コネクタ１６４には、設定変更装置３５０と電気的に
接続されたケーブルハーネス（図示せず）のコネクタを嵌合接続させることができるよう
になっている。照合機用コネクタ１６５は、設定変更装置用コネクタ１６４と並んでプリ
ント基板１１１の下端部左側に実装される。前述したように、照合機用コネクタ１６５に
は、照合機（図示せず）と電気的に接続されたケーブルハーネス（図示せず）のコネクタ
を嵌合接続させることができるようになっている。
【００７１】
　設定表示ランプ１５１は、前述したように、遊技者にとっての有利度を定めるスロット
マシン１の設定値を７セグメント表示するものである。設定表示ランプ１５１は、１桁の
数字を表示可能な７セグメントＬＥＤを用いて構成される。設定表示ランプ１５１は、プ
リント基板１１１の中央よりも左側、すなわち、プリント基板１１１における制御チップ
１２１よりもヒンジ機構６ａ～６ｃに近い側に実装される。設定表示ランプ１５１で表示
される設定値を確認し易いように、設定表示ランプ１５１は、第１の表示制御用ＩＣ１３
２Ａと主基板側コネクタ１６１との間において、シール貼り付け領域ＡＳおよび配置制限
領域ＣＳとならない位置に配置される。
【００７２】
　情報表示ランプ１５６は、役物比率に関する情報を７セグメント表示するものである。
情報表示ランプ１５６は、４桁の数字等を表示可能な７セグメントＬＥＤを用いて構成さ
れる。役物比率に関する情報として、例えば、役物比率等の種類（役物比率、連続役物比
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率、有利期間比率等）を示す２桁の識別子記号と、当該識別子記号に対応する２桁の比率
とを組み合わせた４桁の数字等を、情報表示ランプ１５６で表示することが可能である。
情報表示ランプ１５６は、プリント基板１１１の中央よりも左側、すなわち、プリント基
板１１１における制御チップ１２１よりもヒンジ機構６ａ～６ｃに近い側に実装される。
情報表示ランプ１５６で表示される役物比率に関する情報を確認し易いように、情報表示
ランプ１５６は、第１の表示制御用ＩＣ１３２Ａと第３の表示制御用ＩＣ１３２Ｃとの間
において、シール貼り付け領域ＡＳおよび配置制限領域ＣＳとならない位置に配置される
。なお、情報表示ランプ１５６は、斜め前方から視認した場合に使用記録シール２４８に
遮られる可能性があるため、シール貼り付け領域ＡＳと隣接した位置に配置されることは
好ましくない。そのため、情報表示ランプ１５６は、シール貼り付け領域ＡＳに対して、
右斜め前方からでもかしめ使用記録シール２４８に遮られることなく情報表示ランプ１５
６を視認可能な距離だけ、左方に離れて配置されることが好ましい。
【００７３】
　また、情報表示ランプ１５６（および設定表示ランプ１５１）は、制御チップ１２１と
異なり、再利用可能な部品である。そのため、主基板ケース２１０の封印シール２４２を
剥離しようとして、封印シール２４２の剥離に用いられた溶剤がケース内部の主制御基板
１１０に流れ込んだ場合に、情報表示ランプ１５６（および設定表示ランプ１５１）に対
して溶剤が付着しない方が好ましい。そのため、情報表示ランプ１５６（および設定表示
ランプ１５１）は、溶剤流入領域ＢＳとならない位置に配置される。
【００７４】
　プリント基板１１１に導体パターンを効率よく形成する（複雑にしない）ためには、第
１および第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ，１３２Ｃと主基板側コネクタ１６１との間の導
体パターンの経路上に、情報表示ランプ１５６を実装することが好ましい。そのため、情
報表示ランプ１５６は、第１および第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ，１３２Ｃの近傍且つ
、主基板側コネクタ１６１の近傍に配置される。なお、情報表示ランプ１５６は、第１お
よび第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ，１３２Ｃと電気的に接続されており、第１および第
３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ，１３２Ｃに対して、主制御基板１１０における他の電気素
子（ＩＣ等）が設けられない程度に近い間隔を有している。また、情報表示ランプ１５６
は、主基板側コネクタ１６１に対して、主制御基板１１０における他の電気素子（ＩＣ等
）が設けられない程度に近い間隔を有している。情報表示ランプ１５６と、第１および第
３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ，１３２Ｃまたは主基板側コネクタ１６１との間に、他の電
気素子（ＩＣ等）が設けられている場合、それを迂回する必要があり、導体パターンを効
率よく形成することが難しくなるからである。
【００７５】
　前述したように、設定表示ランプ１５１のセグメントドライバと、情報表示ランプ１５
６のセグメントドライバとして、第１の表示制御用ＩＣ１３２Ａが兼用されている。プリ
ント基板１１１に導体パターンを効率よく形成するためには、設定表示ランプ１５１の近
傍に情報表示ランプ１５６を実装することが好ましい。そのため、情報表示ランプ１５６
は、設定表示ランプ１５１の上方近傍に配置される。なお、情報表示ランプ１５６は、設
定表示ランプ１５１に対して、主制御基板１１０における他の電気素子（ＩＣ等）が設け
られない程度に近い間隔を有している。但し、設定表示ランプ１５１および情報表示ラン
プ１５６で表示される数字等が一連の（５桁の）数字等として誤認されるのを防止するた
め、設定表示ランプ１５１と情報表示ランプ１５６とが水平に並ばないように配置される
ことが好ましい。
【００７６】
　モニターランプ１４１の各ＬＥＤ素子１４２で発光する光は、比較的輝度の高い光であ
る。そのため、モニターランプ１４１の近傍に情報表示ランプ１５６が配置されると、各
ＬＥＤ素子１４２から発光した光が情報表示ランプ１５６まで届いて、情報表示ランプ１
５６で表示される役物比率に関する情報の視認性が低下する可能性がある。そのため、情
報表示ランプ１５６は、モニターランプ１４１に対して、各ＬＥＤ素子１４２からの光が
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情報表示ランプ１５６まで届かない距離だけ離れた位置に配置される。各ＬＥＤ素子１４
２からの光を遮るように他の電気素子が配置されている場合、情報表示ランプ１５６とモ
ニターランプ１４１との間の距離は、各ＬＥＤ素子１４２からの光が情報表示ランプ１５
６まで届くことが可能な距離であってもよい。なお、情報表示ランプ１５６は、モニター
ランプ１４１の近傍に配置することも可能であるが、この場合、情報表示ランプ１５６で
表示される役物比率に関する情報と、各ＬＥＤ素子１４２の発光状態とを同時に視認する
ことができるため、確認作業の手間を低減させることが可能である。
【００７７】
　主基板側コネクタ１６１が情報表示ランプ１５６の上方に配置されると、主基板側コネ
クタ１６１と電気的に接続される前扉用ケーブルハーネス１９１が垂れ下がることにより
情報表示ランプ１５６の前方を覆って視認性を妨げる可能性がある。そのため、主基板側
コネクタ１６１は、情報表示ランプ１５６の上方を除いた、情報表示ランプ１５６の左方
近傍に配置される。リール用コネクタ１６２、副基板用コネクタ１６３、設定変更装置用
コネクタ１６４、および照合機用コネクタ１６５等の他の電気コネクタについても、同様
の理由から、情報表示ランプ１５６の上方を除いた位置に配置される。また、主基板側コ
ネクタ１６１等の電気コネクタは、情報表示ランプ１５６の上方を除いた位置であっても
、ケーブルハーネスが情報表示ランプ１５６の前方を覆って視認性を妨げる可能性がある
場合、当該位置を避けて配置されることが好ましい。
【００７８】
　主基板側コネクタ１６１が露出する主基板ケース２１０の左側部分は、第１および第２
ケースかしめ部材３４０，３４５によりブラケット部材３３０に対して固定される。主基
板ケース２１０の上側ケース固定部２２５ａを破壊して本体かしめ部材３４０との係止状
態を解除しようとする際（例えば、ホットカッターで焼き切る等の際）、ケース内部の情
報表示ランプ１５６が誤って破壊されない方が好ましい。そのため、情報表示ランプ１５
６は、主基板ケース２１０の上側ケース固定部２２５ａの右方に、主制御基板１１０にお
ける他の電気素子（主基板側コネクタ１６１等）が設けられる程度の間隔だけ離れた位置
に配置される。
【００７９】
　また、前述したように、主基板ケース２１０のケース蓋２２１には、第１カバーかしめ
部材２２８によりコネクタカバー２４６が取り付けられる。コネクタカバー２４６を破壊
して第１カバーかしめ部材２２８との係止状態を解除しようとする際（例えば、ホットカ
ッターで焼き切る等の際）、ケース内部の情報表示ランプ１５６が誤って破壊されない方
が好ましい。そのため、情報表示ランプ１５６は、ケース蓋２２１の外側から視認した場
合に、ケース蓋２２１の第１カバーかしめ装着部２２９と重ならない位置（第１カバーか
しめ部材２２８から離れた位置）に配置される。
【００８０】
　主基板ケース２１０のケース蓋２２１と情報表示ランプ１５６との間隔が大き過ぎると
、ケース蓋２２１における光の反射等の影響により、視認する角度によっては情報表示ラ
ンプ１５６の視認性が低下する可能性がある。そのため、主基板ケース２１０のケース蓋
２２１における情報表示ランプ１５６と重なる部分には、前述したように凹部２３７が形
成されている。この凹部２３７により、主基板ケース２１０のケース蓋２２１（凹部２３
７）と情報表示ランプ１５６との間隔を小さくすることができるため、ケース蓋２２１に
おける光の反射等の影響を抑えて、情報表示ランプ１５６の視認性を向上させることがで
きる。また、前述したように、凹部２３７の右壁部２３７ｄは、前方に向かうにつれて（
ヒンジ機構６ａ～６ｃから遠い側の）右側に傾斜した壁状に形成されている。この右壁部
２３７ｄにより、前扉２が開く方の右斜め前方から筐体５内の主基板ケース２１０を視認
しても、ケース蓋２２１の天井部と干渉することなく、ケース蓋２２１の凹部２３７（底
部２３７ｅ）を介して情報表示ランプ１５６を視認することができる。
【００８１】
　なお、凹部２３７の底部２３７ｅと情報表示ランプ１５６との間隔は０．５ｍｍ程度で
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あることが好ましい。このように、主基板ケース２１０のケース蓋２２１（凹部２３７）
と情報表示ランプ１５６との隙間を確保することで、情報表示ランプ１５６の視認性を確
保しつつ、ケース蓋２２１を外側から押し込むことで情報表示ランプ１５６を破壊しよう
とする行為や、静電気を発生させて情報表示ランプ１５６を破壊しようとする行為等を防
止することができる。また、凹部２３７の底部２３７ｅと情報表示ランプ１５６との間隔
が０．５ｍｍ程度である場合、情報表示ランプ１５６の視認性を確保するため、底部２３
７ｅの縦横の長さは、情報表示ランプ１５６よりも片側１ｍｍ程度大きいことが好ましい
。
【００８２】
　以上のように構成される主制御装置１００において、主基板ケース２１０に収容された
主制御基板１１０の各部を確認するには、前扉２を開いた状態で、前方もしくは右斜め前
方から筐体５内に取り付けられた主基板ケース２１０を視認する。このとき、情報表示ラ
ンプ１５６は、主制御基板１１０（プリント基板１１１）におけるシール貼り付け領域Ａ
Ｓとならない位置に配置されているため、かしめ使用記録シール２４８に遮られることな
く、ケース蓋２２１の凹部２３７（底部２３７ｅ）を介して情報表示ランプ１５６で表示
される役物比率に関する情報を確認することができる。同様に、設定表示ランプ１５１も
、主制御基板１１０におけるシール貼り付け領域ＡＳとならない位置に配置されているた
め、かしめ使用記録シール２４８に遮られることなく、ケース蓋２２１を介して設定表示
ランプ１５１で表示される設定値を確認することができる。モニターランプ１４１も、主
制御基板１１０におけるシール貼り付け領域ＡＳとならない位置に配置されているため、
かしめ使用記録シール２４８に遮られることなく、ケース蓋２２１を介してモニターラン
プ１４１を構成する各ＬＥＤ素子１４２の発光状態を確認することができる。制御チップ
１２１も、主制御基板１１０におけるシール貼り付け領域ＡＳとならない位置に配置され
ているため、かしめ使用記録シール２４８に遮られることなく、ケース蓋２２１を介して
制御チップ１２１に対して不正が行われていないか否かを確認することができる。
【００８３】
　＜装飾部材の構成＞
　次に、本実施形態に係る装飾部材１６の構成について図２を参照して説明する。前述し
たように、前扉２（上パネルアセンブリ１０）における液晶表示装置１１の表示画面１１
ａの前下方中央には、所定の装飾が施された装飾部材１６が設けられている。装飾部材１
６は、樹脂材料を用いて所定の装飾模様を有するように形成され、表面に鍍金処理が施さ
れている。装飾部材１６の下側には、リール窓Ｗの上方近傍に位置してリール窓Ｗよりも
前方に突出する突出部１７が形成されている。突出部１７の下面部は、リール窓Ｗの上部
に沿って左右方向に延びて形成されており、スロットマシン１内からリール窓Ｗを透過す
る光が到達可能な配置となっている。突出部１７の下面部には、当該下面部において３個
のリール３ａ，３ｂ，３ｃが光の反射で映るのを妨げる映り込み防止部１８が形成されて
いる。
【００８４】
　映り込み防止部１８は、例えば、樹脂成型の段階でシボ加工がなされた突出部１７の下
面部に、薄膜（金属膜）の鍍金処理が施されることにより、微細な凹凸状に形成される。
これにより、映り込み防止部１８は、微細な凹凸によって曇った鏡面状の外観を有するた
め、スロットマシン１内からリール窓Ｗを透過する光が突出部１７の下面部に到達しても
、当該下面部において３個のリール３ａ，３ｂ，３ｃが映り難くなる。このように、映り
込み防止部１８によって、突出部１７の下面部において３個のリール３ａ，３ｂ，３ｃが
光の反射で映るのを妨げることで、遊技者が突出部１７の下面部に映り込んだ各リールに
注意が向くのを防止することができるため、３個のリール３ａ，３ｂ，３ｃの視認性を向
上させることができる。
【００８５】
　なお、映り込み防止部１８は、シボ加工を利用した微細な凹凸形状に限られるものでは
ない。例えば、映り込み防止部は、装飾を兼ねた彫刻状の凹形状に形成されてもよい。ま
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た例えば、映り込み防止部は、装飾を兼ねた突起状の凸形状に形成されてもよい。このよ
うにすれば、スロットマシン１内からリール窓Ｗを透過する光が突出部１７の下面部に到
達しても、到達した光の反射角度が一様でなくなるため、当該下面部において３個のリー
ル３ａ，３ｂ，３ｃが映り難くなる。また例えば、映り込み防止部として、突出部１７の
下面部を、凹面状もしくは凸面状に湾曲させてもよく、波形の曲面状に湾曲させてもよい
。
【００８６】
　＜本実施形態における特徴構成＞
　＜主制御装置の特徴構成＞
　本実施形態において、情報表示ランプ１５６は、ケース蓋２２１の外側から視認した場
合に、かしめ使用記録シール２４８と重ならない位置（シール貼り付け領域ＡＳとならな
い位置）に配置される。これにより、かしめ使用記録シール２４８に遮られることなく、
ケース蓋２２１を介して情報表示ランプ１５６で表示される役物比率に関する情報を確認
することができ、主制御基板１１０に配設された情報表示ランプ１５６の視認性を向上さ
せることが可能になる。また、情報表示ランプ１５６は、第１および第３の表示制御用Ｉ
Ｃ１３２Ａ，１３２Ｃの近傍且つ、主基板側コネクタ１６１の近傍に配置される。例えば
、情報表示ランプ１５６は、主制御基板１１０における他の電気素子が設けられない程度
の第１および第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ，１３２Ｃの近傍且つ、主制御基板１１０に
おける他の電気素子が設けられない程度の主基板側コネクタ１６１の近傍に配置される。
これにより、主制御基板１１０（プリント基板１１１）において、第１および第３の表示
制御用ＩＣ１３２Ａ，１３２Ｃと主基板側コネクタ１６１との間の導体パターンの経路上
に、情報表示ランプ１５６を実装することができるため、主制御基板１１０の導体パター
ンを効率よく形成することが可能になる。
【００８７】
　本実施形態において、複数のＩＣの一部が制御チップ１２１の近傍に配置されるととも
に、第１および第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ，１３２Ｃが情報表示ランプ１５６の近傍
に配置される。例えば、第１および第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ，１３２Ｃは、主制御
基板１１０における他の電気素子が設けられない程度の情報表示ランプ１５６の近傍に配
置される。これにより、主制御基板１１０（プリント基板１１１）において、制御チップ
１２１から第１および第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ，１３２Ｃを通る導体パターンの経
路の近くに、情報表示ランプ１５６を実装することができるため、主制御基板１１０の導
体パターンを効率よく形成することが可能になる。また、制御チップ１２１の近傍に配置
される複数のＩＣの一部には、例えば、制御チップ１２１と電気的に接続されてクロック
を発生させる第１～第２の発振器用ＩＣ１３１Ａ～１３１Ｂがある。このように、主制御
基板１１０における制御チップ１２１の近傍に、制御チップ１２１で用いられるクロック
を発生させる第１～第２の発振器用ＩＣ１３１Ａ～１３１Ｂが実装されるため、主制御基
板１１０の導体パターンを効率よく形成することが可能になる。
【００８８】
　本実施形態において、情報表示ランプ１５６は、モニターランプ１４１に対して、モニ
ターランプ１４１からの光が情報表示ランプ１５６まで届かない距離だけ離れた位置に配
置される。これにより、モニターランプ１４１（各ＬＥＤ素子１４２）から発光した光が
情報表示ランプ１５６まで届いて、情報表示ランプ１５６で表示される役物比率に関する
情報の視認性が低下するのを防止することができ、主制御基板１１０に配設された情報表
示ランプ１５６の視認性を向上させることが可能になる。また、モニターランプ１４１は
、ケース蓋２２１の外側から視認した場合に、かしめ使用記録シール２４８と重ならない
位置（シール貼り付け領域ＡＳとならない位置）に配置される。これにより、かしめ使用
記録シール２４８に遮られることなく、ケース蓋２２１を介してモニターランプ１４１（
各ＬＥＤ素子１４２）の発光状態を確認することができ、主制御基板１１０に配設された
モニターランプ１４１の視認性を向上させることが可能になる。
【００８９】
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　本実施形態において、情報表示ランプ１５６は、描画部１１２に対して、ケース蓋２２
１の外側から視認した場合に、情報表示ランプ１５６が描画部１１２の視認性を妨げない
距離だけ離れた位置に配置される。これにより、描画部１１２が情報表示ランプ１５６の
影に隠れることなく、主制御基板１１０に配設された描画部１１２の視認性を向上させる
ことが可能になる。また、描画部１１２は、ケース蓋２２１の外側から視認した場合に、
かしめ使用記録シール２４８と重ならない位置（シール貼り付け領域ＡＳとならない位置
）に配置される。これにより、かしめ使用記録シール２４８に遮られることなく、ケース
蓋２２１を介して描画部１１２に印字された基板製造者名を確認することができ、主制御
基板１１０に配設された描画部１１２の視認性を向上させることが可能になる。
【００９０】
　本実施形態において、主制御基板１１０の複数のコネクタは、主制御基板１１０におけ
る情報表示ランプ１５６の上方を除いた位置に配置される。これにより、情報表示ランプ
１５６の上方のコネクタと電気的に接続されたケーブルハーネスが垂れ下がることにより
情報表示ランプ１５６の前方を覆って視認性を妨げることがないため、主制御基板１１０
に配設された情報表示ランプ１５６の視認性を向上させることが可能になる。また、複数
のコネクタのうち、前扉用ケーブルハーネス１９１のケーブルコネクタ１９２と嵌合接続
される主基板側コネクタ１６１は、主制御基板１１０における情報表示ランプ１５６の（
ヒンジ機構６ａ～６ｃに近い側の）左方近傍に配置される。これにより、主制御基板１１
０（プリント基板１１１）において、制御チップ１２１と主基板側コネクタ１６１との間
の導体パターンの経路上に、情報表示ランプ１５６を実装することができるため、主制御
基板１１０の導体パターンを効率よく形成することが可能になる。
【００９１】
　本実施形態において、主制御基板１１０における情報表示ランプ１５６よりもヒンジ機
構６ａ～６ｃに近い側に配設された主基板側コネクタ１６１は、主制御基板１１０から前
扉２の中央表示基板１９６に向けて信号を送信可能な前扉用ケーブルハーネス１９１のケ
ーブルコネクタ１９２と嵌合接続される。なお、主制御基板１１０から中央表示基板１９
６に向けて送信可能な信号は、前扉２のリール窓Ｗに配置される各種の表示用ランプ（Ｂ
ＥＴ数表示ランプ４６ｂ、投入可能表示ランプ４６ｃ、遊技開始表示ランプ４６ｄ、再遊
技表示ランプ４６ｅ、状態表示ランプ４６ｆ、貯留枚数表示ランプ４６ｈ、払出数表示ラ
ンプ４６ｊ等）の作動を制御するための制御信号を含んでいる。これにより、主制御基板
１１０（プリント基板１１１）において、制御チップ１２１と主基板側コネクタ１６１と
の間の導体パターンの経路上に、情報表示ランプ１５６を実装することができるため、主
制御基板１１０の導体パターンを効率よく形成することが可能になる。
【００９２】
　本実施形態において、主基板ケース２１０のケース蓋２２１における情報表示ランプ１
５６と重なる位置に、ケース蓋２２１の内側に凹んだ凹部２３７が形成される。これによ
り、主基板ケース２１０のケース蓋２２１（凹部２３７）と情報表示ランプ１５６との間
隔を小さくすることができるため、ケース蓋２２１における光の反射等の影響を抑えて、
情報表示ランプ１５６の視認性を向上させることができる。また、この凹部２３７を構成
する上下左右の壁部２３７ａ～２３７ｄのうち、ヒンジ機構６ａ～６ｃから遠い側に位置
する右壁部２３７ｄは、右側（前記ヒンジ機構から遠い側）に向けて傾斜して延びるよう
に形成される。これにより、前扉２が開く方の右斜め前方から筐体５内の主基板ケース２
１０を視認しても、ケース蓋２２１の天井部と干渉することなく、ケース蓋２２１の凹部
２３７（底部２３７ｅ）を介して情報表示ランプ１５６を視認することができる。
【００９３】
　＜装飾部材の特徴構成＞
　本実施形態において、リール窓Ｗの上側近傍に設けられた装飾部材１６の突出部１７の
下面部に、当該下面部において３個のリール３ａ，３ｂ，３ｃが光の反射で映るのを妨げ
る映り込み防止部１８が形成されている。このように、映り込み防止部１８によって、突
出部１７の下面部において３個のリール３ａ，３ｂ，３ｃが光の反射で映るのを妨げるこ
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とで、遊技者が突出部１７の下面部に映り込んだ各リールに注意が向くのを防止すること
ができるため、３個のリール３ａ，３ｂ，３ｃの視認性を向上させることができる。
【００９４】
　また、映り込み防止部１８が凹凸状に形成されることで、スロットマシン１内からリー
ル窓Ｗを透過する光が突出部１７の下面部に到達しても、当該下面部において３個のリー
ル３ａ，３ｂ，３ｃが映り難くなる。そのため、スロットマシン１の外観に大きな影響を
及ぼさない簡便な構成によって、突出部１７の下面部において３個のリール３ａ，３ｂ，
３ｃが光の反射で映るのを妨げることが可能になり、遊技者が突出部１７の下面部に映り
込んだ各リールに注意が向くのを防止することができるため、３個のリール３ａ，３ｂ，
３ｃの視認性を向上させることができる。
【００９５】
　＜変形例＞
　本実施形態において、複数の基板製造者により共通の主制御基板が使用される場合、基
板製造者の数に応じた複数の描画部を主制御基板に設け、実際に主制御基板を製造した基
板製造業者名が印字された描画部を残して他の描画部を当該主制御基板から切除できるよ
うに構成されてもよい。例えば、図１３に示すように、２つの基板製造者により共通の主
制御基板６１０が使用される場合、プリント基板１１１の右上部に、レーザー装置等によ
り２つの基板製造者名が印字された２つの描画部６１２Ａ、６１２Ｂを設けてもよい。
【００９６】
　第１および第２の描画部６１２Ａ、６１２Ｂは、主制御基板６１０（プリント基板１１
１）の外周部に沿って左右に並んで配置される。第１および第２の描画部６１２Ａ、６１
２Ｂは、ミシン目の結合部を介してプリント基板１１１と結合されており、プリント基板
１１１から個別に切除できるように構成される。これにより、第１および第２の描画部６
１２Ａ、６１２Ｂのうち、実際に主制御基板６１０を製造した基板製造業者名が印字され
た方の描画部を残して、他方の描画部を当該主制御基板６１０から切除することができる
。そのため、複数の（２つの）基板製造者により共通の主制御基板６１０が使用される場
合でも、主制御基板６１０に、当該主制御基板６１０を製造した基板製造業者名が印字さ
れた描画部を設けることが可能である。
【００９７】
　第１および第２の描画部６１２Ａ、６１２Ｂは、上述の実施形態と同様に、基板製造者
名を確認し易いように、シール貼り付け領域ＡＳとならない位置に配置される。第１およ
び第２の描画部６１２Ａ、６１２Ｂは、上述の実施形態と同様に、情報表示ランプ１５６
（および設定表示ランプ１５１）に対して、ケース蓋２２１の外側から視認した場合に各
描画部の視認性が妨げられない程度の距離だけ離れた位置に配置される。また、第１およ
び第２の描画部６１２Ａ、６１２Ｂのうち、一方を残して他方を主制御基板６１０から切
除する際、切除の際に作用する力が情報表示ランプ１５６（および設定表示ランプ１５１
）に影響を及ぼすのを防ぐためにも、第１および第２の描画部６１２Ａ、６１２Ｂは、情
報表示ランプ１５６（および設定表示ランプ１５１）から離れて配置されることが好まし
い。
【００９８】
　本実施形態において、第１の表示制御用ＩＣ１３２Ａは、貯留枚数表示ランプ４６ｈ、
払出数表示ランプ４６ｊ、設定表示ランプ１５１、および情報表示ランプ１５６に対する
セグメントドライバとして機能し、第２の表示制御用ＩＣ１３２Ｂは、貯留枚数表示ラン
プ４６ｈ、払出数表示ランプ４６ｊ、および設定表示ランプ１５１に対するデジットドラ
イバとして機能し、第３の表示制御用ＩＣ１３２Ｃは、情報表示ランプ１５６に対するデ
ジットドライバとして機能するが、これに限られるものではない。例えば、第１の表示制
御用ＩＣは、貯留枚数表示ランプ４６ｈ、払出数表示ランプ４６ｊ、設定表示ランプ１５
１、および情報表示ランプ１５６に対するデジットドライバとして機能し、第２の表示制
御用ＩＣは、貯留枚数表示ランプ４６ｈ、払出数表示ランプ４６ｊ、および設定表示ラン
プ１５１に対するセグメントドライバとして機能し、第３の表示制御用ＩＣは、情報表示
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ランプ１５６に対するセグメントドライバとして機能するように構成されてもよい。
【００９９】
　また例えば、貯留枚数表示ランプ４６ｈ、払出数表示ランプ４６ｊ、設定表示ランプ１
５１、および情報表示ランプ１５６に対するセグメントドライバとして機能する第１の表
示制御用ＩＣを設けるとともに、貯留枚数表示ランプ４６ｈ、払出数表示ランプ４６ｊ、
設定表示ランプ１５１、および情報表示ランプ１５６に対するデジットドライバとして機
能する第２の表示制御用ＩＣを設けるようにしてもよい。また例えば、貯留枚数表示ラン
プ４６ｈ、払出数表示ランプ４６ｊ、および設定表示ランプ１５１に対するセグメントド
ライバとして機能する第１の表示制御用ＩＣと、情報表示ランプ１５６に対するセグメン
トドライバとして機能する第２の表示制御用ＩＣとを設けるとともに、貯留枚数表示ラン
プ４６ｈ、払出数表示ランプ４６ｊ、および設定表示ランプ１５１に対するデジットドラ
イバとして機能する第３の表示制御用ＩＣと、情報表示ランプ１５６に対するデジットド
ライバとして機能する第４の表示制御用ＩＣとを設けるようにしてもよい。
【０１００】
　本実施形態において、７セグメントＬＥＤである貯留枚数表示ランプ４６ｈ、払出数表
示ランプ４６ｊ、設定表示ランプ１５１、および情報表示ランプ１５６のダイナミック点
灯制御を行うためのＩＣとして、第１～第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ～１３２Ｃが設け
られているが、これに限られるものではない。例えば、貯留枚数表示ランプ４６ｈ、払出
数表示ランプ４６ｊ、設定表示ランプ１５１、および情報表示ランプ１５６のスタティッ
ク点灯制御を行うための表示制御用ＩＣが設けられるようにしてもよい。
【０１０１】
　本実施形態において、情報表示ランプ１５６が役物比率に関する情報を比較的長い間隔
を空けて間欠的に表示するように、第１および第３の表示制御用ＩＣ１３２Ａ，１３２Ｃ
から情報表示ランプ１５６へ送信される制御信号のデューティー比を設定可能に構成され
てもよい。これにより、遊技メダルの補給等により前扉２が開いて、遊技者が筐体５内を
視認した場合に、情報表示ランプ１５６で表示される役物比率に関する情報を認識し難く
することができる。役物比率に関する情報は、不正行為が行われていないか否か等を確認
するためのものであり、遊技場の店員等が把握できるように表示されていればよく、むし
ろ、遊技者に把握されることは望ましいものではないからである。なお、情報表示ランプ
１５６は、前扉２の開閉状態やエラーに拘わらず、役物比率に関する情報を常時表示して
いる必要がある。但し、復帰不可能エラーの場合はこの限りでなく、復帰不可能エラーの
処理中に割込みを禁止する場合、情報表示ランプ１５６は役物比率に関する情報を表示し
ていなくてもよい。また通常、情報表示ランプ１５６の表示内容（役物比率に関する情報
等）は、ＲＡＭクリア処理が行われる設定変更時においても保持される。
【０１０２】
　本実施形態において、情報表示ランプ１５６は、主制御基板１１０と同じく前方を向い
て配設されているが、これに限られるものではなく、主制御基板１１０が向く方（前方）
と垂直な方向を向いて配設されるようにしてもよい。これにより、遊技メダルの補給等に
より前扉２が開いて、遊技者が筐体５内を視認した場合に、情報表示ランプ１５６で表示
される役物比率に関する情報を認識し難くすることができる。なお、前扉２の後面側（裏
面側）に主制御基板１１０が配置される場合、情報表示ランプ１５６が上方を向いて配設
されるようにしてもよい。この場合、前扉２が開いた状態で、遊技場の店員等が前扉２の
後面側の主制御基板１１０を視認した場合に、上方を向いた情報表示ランプ１５６で表示
される役物比率に関する情報を認識し易くすることができる。
【０１０３】
　本実施形態において、情報表示ランプ１５６は、４桁の数字等を表示可能な７セグメン
トＬＥＤを用いて構成されているが、これに限られるものではなく、２桁の数字等を２列
で表示可能な７セグメントＬＥＤを用いて構成されてもよい。すなわち、情報表示ランプ
１５６は、４桁以外の数字等を表示可能な７セグメントＬＥＤを用いて構成されてもよい
。
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【０１０４】
　本実施形態において、設定表示ランプ１５１は、主制御基板１１０に配設されているが
、これに限られるものではなく、前扉２の後面側（裏面側）に配設されてもよい。また、
設定表示ランプ１５１を独立して設けずに、貯留枚数表示ランプ４６ｈもしくは払出数表
示ランプ４６ｊを用いて設定値の表示を行うようにしてもよい。
【０１０５】
　本実施形態において、ケース蓋２２１に形成された凹部２３７の底部２３７ｅは、情報
表示ランプ１５６と重なって略平行に延びる平板状に形成さているが、これに限られるも
のではなく、フレネルレンズ状に形成されてもよい。これにより、フレネルレンズ状に形
成された底部２３７ｅを介して、情報表示ランプ１５６を拡大して視認することができ、
情報表示ランプ１５６の視認性を向上させることができる。
【０１０６】
　本実施形態において、ケース蓋２２１に形成された凹部２３７の右壁部２３７ｄは、前
方に向かうにつれて（ヒンジ機構６ａ～６ｃから遠い側の）右側に傾斜した壁状に形成さ
れているが、これに限られるものではない。例えば、情報表示ランプ１５６が視認される
可能性のある向きに応じて、上壁部２３７ａ、下壁部２３７ｂ、および左壁部２３７ｃの
うち少なくともいずれかが、傾斜した壁状に形成されてもよい。
【０１０７】
　本実施形態において、前扉用ケーブルハーネス１９１は、直接的に、前扉２の中央表示
基板１９６と電気的に接続されているが、これに限られるものではない。例えば、前扉用
ケーブルハーネス１９１は、筐体５に設けられた中継基板（図示せず）と電気的に接続さ
れることにより、当該中継基板および、これと電気的に接続されたケーブルハーネス（図
示せず）を介して間接的に、前扉２の中央表示基板１９６と電気的に接続されてもよい。
【０１０８】
　本実施形態において、主基板ケース２１０の左側部分が、第１および第２ケースかしめ
部材３４０，３４５によりブラケット部材３３０に対して固定されているが、これに限ら
れるのではない。例えば、主基板ケース２１０の右側部分が、ケースかしめ部材（図示せ
ず）によりブラケット部材３３０に対して固定されるようにしてもよい。
【０１０９】
　本実施形態において、主制御装置１００は、筐体５の内面側に取り付けられているが、
これに限られるものではなく、前扉２の後面側（裏面側）に取り付けられてもよい。この
場合、主制御基板１１０の主基板側コネクタ１６１と電気的に接続される前扉用ケーブル
ハーネス（図示せず）は、前扉２の後面側に配設されたケーブルクランプを用いて、前扉
２から筐体５に向けて配線され、筐体５内のメダル払出装置５０、電源装置５５、リール
ユニット６０（リール制御基板）等と電気的に接続される。
【０１１０】
　上述の実施形態において、本発明が適用される遊技機の一例として、遊技メダルを使用
するスロットマシン（回胴式遊技機）１を例示して説明したが、これに限定されるもので
はなく、例えば、遊技球を使用する回胴式遊技機や、雀球遊技機、アレンジボール機、パ
チンコ機などについても同様に適用し、同様の効果を得ることができる。
【符号の説明】
【０１１１】
　　１　スロットマシン（遊技機）
　　２　前扉（開閉部材）
　　３ａ～３ｃ　リール
　　５　筐体（本体部材）
　　６ａ～６ｃ　ヒンジ機構
　１１　液晶表示装置（１１ａ　表示画面）
　１６　装飾部材
　１７　突出部
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　１８　映り込み防止部
　４６ｂ　ＢＥＴ数表示ランプ（遊技表示器）
　４６ｃ　投入可能表示ランプ（遊技表示器）
　４６ｄ　遊技開始表示ランプ（遊技表示器）
　４６ｅ　再遊技表示ランプ（遊技表示器）
　４６ｆ　状態表示ランプ（遊技表示器）
　４６ｈ　貯留枚数表示ランプ（遊技表示器）
　４６ｊ　払出数表示ランプ（遊技表示器）
　６０　リールユニット
１００　主制御装置
１１０　主制御基板
１１１　プリント基板
１１２　描画部
１２１　制御チップ
１３１Ａ～１３１Ｂ　第１～第２の発振器用ＩＣ
１３２Ａ～１３２Ｃ　第１～第３の表示制御用ＩＣ
１３３Ａ～１３３Ｋ　第１～第１１の主基板用ＩＣ
１４１　モニターランプ（発光器）
１４２　ＬＥＤ素子（発光素子）
１５１　設定表示ランプ
１５６　情報表示ランプ
１６１　主基板側コネクタ
１６２　リール用コネクタ
１６３　副基板用コネクタ
１６４　設定変更装置用コネクタ
１６５　照合機用コネクタ
１９１　前扉用ケーブルハーネス
１９２　ケーブルコネクタ
１９６　中央表示基板
１９７　左中継基板
１９８　右中継基板
２１０　主基板ケース
２１１　ケース本体
２２１　ケース蓋
２３５　シール貼り付け部
２３７　凹部（２３７ａ～２３７ｄ　上下左右の壁部、２３７ｅ　底部）
２４８　かしめ使用記録シール
６１０　主制御基板（変形例）
６１２Ａ～６１２Ｂ　第１～第２の描画部
　　Ｗ　リール窓
　ＡＳ　シール貼り付け領域
　ＢＳ　溶剤流入領域
　ＣＳ　配置制限領域
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